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Ⅰ はじめに 

はじめに 
 

「ジュニア計量学校」は、小学校での計量の体験型学習による教科の充実を

図ることを目的として、お茶の水女子大学附属小学校、一般社団法人東京都計

量協会及び東京都計量検定所の三者がそれぞれの知見を生かし連携して取り

組んでいる事業です。 

この「通学かばんの重さ調べ」では、第３学年の算数の「重さ」の単元にお

いて、１人１台のはかりを使用する学習プログラムを提案しています。 

かつては毎日のくらしや遊びの中で、児童は重さを感じたり比べたりする体

験を通して、自然と量感を身に付けてきました。現代ではくらしが便利になっ

た反面、こうした体験の機会が少なくなってきています。 

そこで、このプログラムでは、身近にある物について、はかりのひょう量を

超えた場合のはかり方を考え実践することを通して、重さについての豊かな感

覚を養うとともに、主体的、探究的な学びを通して、重さについての理解を深

め、生活や学習に活用しようとする態度が身に付けられることを目標としてい

ます。 

この学習プログラムを授業で活用していただけましたら幸いに存じます。 

 

 

令和６年９月 

お茶の水女子大学附属小学校 

一般社団法人東京都計量協会 

東京都計量検定所 
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Ⅱ 授業の概要 

 

第３学年 重さについて調べよう 

「通学かばんの重さ調べ」 

 

ひょう量(そのはかりではかることができる最大の重さ)を超えた重さの

はかり方を考えることを通して、重さについての豊かな感覚を養う 

 

１ 「小学生の通学かばんが重すぎる！」というニュースを紹介し、課題

を把握する 

 

２ 通学かばんの重さを予想する 

 

３ 通学かばんを「はかり」にのせて、重さをはかる 

 

４ はかった方法を発表する 

 

５ 「体重計」を使って、通学かばんの重さをはかる 

 

６ 学習感想を書く 

 

◎ 「通学かばんが重いなあ」という日常経験をもとにして、学習活動へ

の意欲を持つ 

◎ 重さを予想し実測することで、重さを見積もる楽しさを感じ、重さに

ついての感覚を養う 

◎ ひょう量を超えた重さをどのようにしてはかるのか、探究的に学ぶ 

◎ 複数種類のはかりを用いてはかることにより、はかりについての理解

を深める 

 

〇 通学かばん  

○ 1kg の砂の袋 

○ はかり：①ひょう量 2 kg 1 人 1 台（*1） 

②体重計又は 10 kg はかり 1 台（*1） 

○ ワークシート（＊2） 

*1 必要台数を一般社団法人東京都計量協会で貸出しできます。 

*2 別添の Word ファイルを編集して利用できます。 
 

ねらい 

ながれ 

授業名 

ポイント 

用意する

もの 
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１ 算数と理科との関連 

 

 

 

２ 第３学年の「重さ」に関わる内容 
算数  理科 

Ｃ 測定 
(1) 量の単位と測定に関わる数学的活動を通

して，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けるこ

と。 

(ｱ)  長さの単位（キロメートル（㎞））及び

重さの単位（グラム（g），キログラム（kg）

について知り，測定の意味を理解するこ

と。 

(ｲ)  長さや重さについて，適切な単位で表

したり，およその見当を付け計器を適切に

選んで測定したりすること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を

身に付けること。 

(ｱ)  身の回りのものの特徴に着目し，単位 

の関係を統合的に考察すること。 

 
文部科学省（2017）「小学校学習指導要領(平成 29 年

告示)」p.74 より 

 Ａ 物質・エネルギー 
(1) 物と重さ 

物の性質について，形や体積に着目して，

重さを比較しながら調べる活動を通して，次

の事項を身に付けることができるよう指導

する。  

ア 次のことを理解するとともに，観察，実

験などに関する技能を身に付けること。  

(ｱ) 物は，形が変わっても重さは変わらな

いこと。  

(ｲ) 物は，体積が同じでも重さは違うこと

があること。  

イ 物の形や体積と重さとの関係について追

究する中で，差異点や共通点を基に，物の

性質についての問題を見いだし，表現する

こと。 

 
 

文部科学省（2017）「小学校学習指導要領(平成 29 年

告示)」p.94－95 より 

  

Ⅲ 第３学年の『重さ』 算数と理科との関連 

第３学年では、算数の学習でも理科の学習でも「重さ」の内容を扱っています。それぞれの教科に

おける「重さ」についての学習内容に違いはありますが、例えば、算数において、「物は，形が変わっ

ても重さは変わらないこと」という理科で指導することを取り上げたり、理科において、はかりの使

用方法や重さの単位について、算数の学習との関連を図ったりすることで、「重さ」に関する理解を深

めていくことができます。 

算数では、おもに、物の重さの比較方法を考えることを通して、「重さ

を数値化して表す（重さを表す単位グラム(g)やキログラム(kg)を用いて

身の回りの重さを表す）こと」や「重さの加法性や測定の仕方の工夫」、

「長さや重さ、体積などの既習の単位」、「接頭語『キロ(k)』『ミリ

(m)』に着目した単位の関係」について学んでいきます。 

また、学習を通して、はかりの使い方を学び、測定する活動を通して

量感を身に付けていきます。 

理科では、おもに、物の形や体積に着目して、重さを比較しながら、「物

は、形が変わっても重さは変わらないこと」や「物は、体積が同じでも重さ

は違うことがあること」を学んでいきます。 

また、学習を通して、器具や機器などを正しく扱いながら、解決したい問

題について調べ、得られた結果をわかりやすく記録していくことも学びま

す。 
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Ⅳ 第３学年 重さについて調べよう「通学かばんの重さ調べ」 

 

１ 単元の目標と評価規準 
(１) 単元の目標 

重さの単位「グラム(g)、キログラム(kg)」について知り、測定の意味を理解し、単位を適切に選択

して重さを測定する力を身に付けるとともに、長さ、かさ、重さの単位の関係を統合的に考察する力

を身に付ける。また、重さを比べたり測定したりすることに進んで関わり、生活や学習に活用しよう

とする態度を養う。 

(２) 評価規準 

【知識・技能】 

重さの単位「グラム(g)、キログラム(kg)」について知り、測定の意味と単位の関係を理解し、重

さについておよその見当をつけ単位を適切に選択して測定することができる。 

【思考・判断・表現】 

身の回りのものの特徴に着目し、単位の関係を統合的に考察している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

重さを比べたり測定したりすることに進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、

数理的な処理のよさに気づき、生活や学習に活用しようとしている。 

 

２ 指導計画 （「用意するもの」○各自用意、◇貸出し可能、☆印刷して用意） 

時間 ねらい 学習活動 用意するもの ◆理科との関連 

１ 

重さは見た目では

判断できないことを

知り、重さの比べ方を

考える。 

（直接比較） 

● 紙と 10 円玉の重さの比較を通し

て、見た目や直接持っただけでは重

さはわからないことに気づく。 

● 重さを比べる方法や道具について

考える。 

 

◇天びん 

※ 理系女性育成啓発研究所

にて無償で貸し出します。 

 【申込み方法】P17-18 

 

参考金属製天秤を用いた

重さ比べ | 理系女性育成

啓発研究所サイト http://

www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/

materials/tenbin/ 

 

☆ワークシート① 

☆ワークシート② 

 

● 天びんを用いて、紙と 10 円玉や、

身の回りにあるものの重さを比べ

る。 

◆ 理科とのつながり 

天びんの使い方について，

理科の学習と関連を図りな

がら確実にしていく。 

 

http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbin/
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbin/
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbin/
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbin/
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbin/
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２ 

任意単位の必要性

を感じ、重さを数値化

して表す方法を理解

する。 

● 複数のものを重い順に並べる活動

を通して、数値化して比べることの

有用性に気づく。 

● 任意単位（おはじきやブロック）

を用いて重さを数値化し、測定する。 

◇天びん 

〇ブロック（またはおはじ

きなど） 

〇1 円玉(１円玉は 1g） 

☆ワークシート③④ 

 

 

普遍単位の必要性

を感じ、重さを表す単

位（ｇ）を用いて数値化

する方法を理解する。 

● 任意単位（1 円玉）を用いて重さを

数値化し、測定する。 

● 重さの単位「グラム（g）」を知る。 

 

 

３ 
はかりの機能と使

い方を理解する。 

● はかりの特徴やしくみを観察す

る。 

● はかりを使った測定の仕方や、目

盛りのよみ方について知る。 

 

◇はかり（ひょう量 2ｋｇ） 

※ 1 人１台： 

(一社)東京都計量協会にて

無償で貸し出します。 

 【申込み方法】P15-16 

☆ワークシート⑤ 

 
◆ 理科とのつながり 

はかりの使い方について，

理科の学習でも算数と関連を

図りながら確実にしていく。 

 

４ 

重さの単位「ｋｇ」と 

単位の関係を理解す

る。 

 

重さを体感し、重さ

についての豊かな感覚 

を養う。 

● １ｋｇの砂袋を作り、１ｋｇを体感す

る。 

◇はかり（ひょう量 2ｋｇ） 

〇ビニール袋 

〇砂 
 

◆理科とのつながり 

1 kg の砂が入った砂袋を平

たくするなどして重さを測定

し，“物は，形が変わっても重

さは変わらない”ことを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひょう量を超えた

重さのはかり方を考

えることを通して、重

さについての豊かな

感覚を養う。 

● 通学かばんの重さをはかり、ひょ

う量を超えた時にどのようにはかっ

たらよいか考える。 

◇はかり(ひょう量 2ｋｇ) 

○体重計 

◇はかり（ひょう量 10ｋｇ) 

※ 体重計又は 10ｋｇはかり

を用意。10ｋｇはかりは(一

社)東京都計量協会にて無

償で貸し出します。 

 【申込み方法】P15-16 

☆ワークシート⑥ 

「
通
学
か
ば
ん
の 

重
さ
調
べ
」（
本
時
） 

５ 
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６ 

重さの加法性や保

存性を理解する。 

● 箱に入った本の重さの求め方を考

えることを通して、重さは加減計算

ができることを知る。 

 

 

７ 

接頭語「キロ(k)」「ミ

リ(m)」の意味を知り、

重さ、長さ、かさの単

位の関係を統合的に

理解する。 

● 今まで学習してきた重さ、長さ、

かさの単位を表に整理し、接頭語「k

（キロ）」「m（ミリ）」の意味や単位

の関係について考える。 ☆ワークシート⑦ 

重さの単位「トン

(t)」を理解する。 

● 重さの単位「トン（ｔ）」を知り、

1 t＝1,000 kg であることを知る。 

 

８ 

基本的な学習の理

解を確認し、定着を図

る。 

● 単元のまとめをする。  

 

３ 本時の学習「通学かばんの重さ調べ」 
(１) ねらい 

ひょう量を超えた重さのはかり方を考えることを通して、重さについての豊かな感覚を養う。 

 

(２) 展開例 

主な学習活動と児童の姿 指導上の留意点 

１ 課題を把握して、見通しを立てる。 
 

Ｔ：みんなが毎日背負っている通学かばんについて、「小学

生の通学かばんが重すぎる！」とニュースをやっていま

した。 

Ｃ：私も通学かばん背負っていると、とても重いです。 

Ｃ：曜日によって軽い日もあります。 

 

Ｔ：みんなが背負っている通学かばんの重さは、どれくら

いの重さでしょうか？ 

Ｃ：はかってみたいです。 

Ｃ：2 kg ぐらいかな。 

● 自分の通学かばんの重さはど

れくらいあるのか興味を持たせ

るようにする。 

 

● ワークシート⑥を配布する。 

２ 通学かばんの重さを予想する。 
 

・実際に通学かばんに持ち帰るものを入れる。 

・前時で作った 1 kg の砂袋を持って、通学かばんの重さを

予想する。 

 

Ｃ：1 kg より重いかな。 

Ｃ：3 kg ぐらいかな。 

● 前時に作った 1 kg の砂の袋を

用意しておき、通学かばんの重さ

と比較させる。 
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３ 通学かばんをはかりにのせて、重さをはかる。 
 

Ｔ：はかりにのせて、通学かばんの重さをはかってみまし

ょう。 

Ｃ：針が一周以上回ってしまいました。 

Ｃ：重すぎてはかれません。 

Ｃ：2 kg までしかはかれないはかりだから、もっと重いも

のをはかれるはかりがほしいです。 

 

Ｔ：今あるはかりを使って、通学かばんの重さをはかるこ

とはできないかな？ 

Ｃ：通学かばんの荷物を出して、通学かばんと中身をそれ

ぞれはかって、たしたらいいと思う。 

Ｃ：荷物を何回かに分けてはかって、最後にたせばいい。 

● 1 人１台はかり（ひょう量 2 kg）

を使わせる。 

● 隣の席の友達や、グループで協

力して考えさせてもよい。 

 

４ 実際にはかった方法と重さを発表する。 
 

Ｔ：通学かばんの重さは、はかれましたか？ 

Ｃ：このはかりでは、一度にはかれなかったので、ノート、

筆箱、教科書、体操着と分けてはかりました。そして、

最後にその重さをたしました。 

Ｃ：教科書が、○ｇ、筆箱が○ｇ、体操着が○ｇ、水筒が○ｇ

で、合わせて、○ｇでした。 

 

５ 体重計を使って、通学かばんの重さをはかる。 
 

Ｔ：学校の中には、もっと重いものをはかることができる

はかりがあります。何かな？ 

Ｃ：保健室にある体重計だ。 

 

Ｔ：これは、体重計です。 

通学かばんをのせて、はかってみましょう。 

 

・４で発表した児童の通学かばんを使って重さをはかる。 

 
※ 体重計が用意できない場合は、ひょう量 10 kg のはかりで代用

可能です。 

10 kg はかりは(一社)東京都計量協会にて 1 校当たり 1 台、無償

で貸し出します。（P15-16） 

● 体重計を児童たちに見せる。 

● 体重計はひょう量が 100 kg 以

上であることを伝える。 

● ４で発表した児童の通学かば

んの重さと、体重計ではかった重

さが同じか確かめる。 

 

 

６ 学習感想を書く 

（感想例） 

・はかりによって、はかれる最大の重さが違うことがわか

った。 

・はかるものによって、丁度良いはかりを選ばないといけ

ないことがわかった。 

・一度ではかれない時は、分けてはかって、たせば調べら

れる。 

● ワークシート⑥に学習感想を

書かせる。 

● 学習感想が書けた児童から、自

分の通学かばんの重さをはから

せる。 
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４ ワークシート 
 

ワークシート① 

「どちらが重いかな？①」 

３年  組  名前（             ） 

● 紙と１０円玉では、どちらが重いでしょう？ 
 

見て考えた予想（〇をつけましょう） 

 

紙    １０円玉 

 

持ってみた後の予想 

 

紙    １０円玉 

 

どうやったらどちらが重いか比べられるかな？ 

 

 

 

身の回りにはどんな重さを比べる道具がありますか？ 

 

 

 

● 学習感想 

 

  



9 

 

ワークシート② 

「どちらが重いかな？②」 

３年  組  名前（             ） 

● てんびんを使って、いろいろなものの重さを比べてみま

しょう。（重い方にまるをつけましょう） 

（例）     筆箱 はさみ 
  

  

  

  

  

 

 

● 同じ重さのものを見つけてみましょう。 

 

 

● 学習感想 

 

（例）  クーピー５本 と はさみ 

と 

と 

と 

同じ重さの時、

てんびんはどう

なるかな？ 
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ワークシート③ 

「重さを数で表そう」 

３年  組  名前（             ） 

● もとにするものを決めて、はかるものがそれぞれ何こ分の重さ

になるか調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

はかるもの 重さ 

（例）     はさみ ブロック 〇こ 

  

  

  

  

  

  

 

● 学習感想 

 

  

もとにするものは、

全部同じ重さでな

いとくらべられな

いね。 

おはじきや、ブロ

ック、１円玉が使

えそうだね。 
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②

ワークシート④ 

「いろいろなものをはかってみよう」 

３年  組  名前（             ） 

● 重さは、たんいにした重さが何こ分あるかで表します。 

重さのたんいには、グラムがあります。 

１グラムを、１  と書きます。 

れんしゅうしてみましょう。 

 

 

● 

てんびんと１円玉を使って、いろいろなものの重さをはかってみま

しょう。 

はかるもの 予想した重さ じっさいの重さ 

（例）教科書 ２００ ２８０ 

   

   

   

   

   

   

 

● 学習感想 

 

  

     

     

     

１円玉１この重さは 
１  です。 
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ワークシート⑤ 
「はかりを使ってみよう！」 

３年  組  名前（             ） 

● はかりを見て、気がついたことを書きましょう。 

 

 
● はかりを使って、いろいろなものの重さをはかってみましょう。 

はかるもの 予想した重さ じっさいの重さ 

（例）筆箱 ２００ ２７０ 

   

   

   

   

   

   

   

 

● 学習感想 
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ワークシート⑥ 

「通学かばんの重さを調べよう」 

３年  組  名前（             ） 

●通学かばんの重さを調べましょう。 

① 重さを予想しましょう。 

 

② 通学かばんの重さのはかり方を考えましょう。 

 

③ じっさいにはかった重さを書きましょう。 

  

 

● 学習感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

わたしの通学かばん

の重さはどれくらい

かな？ 

すなを入れた 1 k   の

ふくろより重いかな？

軽いかな？ 
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ワークシート⑦ 

「たんいについて調べよう」 

３年  組  名前（             ） 

● 長さ、かさ、重さのたんいについて調べましょう。 

長さのたんい かさのたんい 重さのたんい 

   

● 長さ、かさ、重さのたんいを見て、気づいたことを書きましょう。 

 

● 身の回りから、いろいろなたんいを見つけてみましょう。 

 

● 学習感想 

 

  

長さ、かさ、重さの

たんいをよく見てみ

ると、にているとこ

ろがあるな。 
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Ⅴ 貸出し教材 

 

(1)学習用はかり(2kg 及び 10 kg)の貸出し窓口、申込み方法等 
「重さについて調べよう」で使用するはかりは、ひょう量（そのはかりではかること

ができる最大の重さ）2kg のはかりと体重計（10 kg のはかりで代用可能）の２種類のは

かりです。 

2kg のはかりと 10kg のはかりについては、一般社団法人 東京都計量協会で貸出しを

行っていますので、ご活用ください。なお、貸出し可能な台数には限りがありますこと

をご理解いただきますようお願いします。 

 

〇 ひょう量 2kg のはかり 

ひょう量 2kg のはかりは、一般社団法人 東京都計量協会が

授業を受けるクラスの児童数分の台数を学校に貸し出します。

当該はかりは「はかりの特徴や仕組みの観察」「はかりを使っ

た計量の仕方や、目盛りの読み方」を学ぶため、はかりの内部

構造や計量時の動きが見え、観察できるようスケルトン構造と

しています。 

 
※ ひょう量 2kg はかり(スケルトン構造)の保管のお願い 

2kg はかりは次年度の授業でも使用することを想定しており、授業

終了後は学校側で保管いただきます。授業中に誤って破損した場合

は、一般社団法人 東京都計量協会へご相談ください。 

 

〇 ひょう量 10 kg のはかり 

学校で体重計の用意が難しい場合は、ひょう量 10 kg のはか

り１台を一般社団法人 東京都計量協会にて貸し出します。 

 
※ ひょう量 10 kg はかり返却のお願い 

当該はかりは授業終了後、速やかに一般社団法人 東京都計量協会

へ返却願います。 

返却先 〒136-0075 東京都江東区新砂 3-3-41 

        一般社団法人 東京都計量協会 総務部 

    TEL：03-6666-8960 

 

【はかりのお申込み方法】 

次ページの「はかり借用申込書」に記入の上、メールに添付して一般社団法人 東京

都計量協会へお申込みください。 

 

申込書送付先メールアドレス    tokeikyo01@tokeikyo.or.jp 

 

申込書ダウンロード URL 

「2kg 及び 10kg はかり」借用申込書 pdf 

 https://www.tokeikyo.or.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/hakari_application.pdf 

「2kg 及び 10kg はかり」借用申込書 word 

  https://www.tokeikyo.or.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/hakari_application.docx

貸出し用２kg はかり 

貸出し用 10 kgはかり イメージ 

mailto:tokeikyo01@tokeikyo.or.jp
https://www.tokeikyo.or.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/hakari_application.pdf
https://www.tokeikyo.or.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/hakari_application.pdf
https://www.tokeikyo.or.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/hakari_application.docx


16 

 

「2kg 及び 10kg はかり」借用申込書 
 

   年   月   日 

 

一般社団法人 東京都計量協会 御中 

 

学校名 

申込者 

 

下記の通り「2ｋｇ及び 10ｋｇはかり」の借用をいたしたく申し込みいたします。 

 

記 

 

 

ひょう量 2kg（スケルトン構造）はかり申込み 

（台数を記載してください） 

ひょう量 10kgはかり申込み 

（どちらかに〇をつけてください） 

借用希望台数      台 （  ）借用を希望する 

 

（  ）必要ない 予 備 台 数      台 

 

借 用 

年 月 日 

自    年    月    日（   ） 

 

至    年    月    日（   ） 

使 用 学 年                

使 用 す る 教 員 数               名 

授 業 を 受 け る 

児 童 数 
               名 

 使 用 場 所  

  発 送 先 

  住 所 ・ 電 話 番 号 

住 所：〒 

TEL ：     －      － 

  備 考  

確 認 欄 
協会の確認欄です 

記入は不要です 

年  月  日：専務理事         ㊞ 

 

年  月  日：事務局長         ㊞ 
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(2) 金属製天秤の貸出し窓口、申込み方法等 

 

 
 

「通学かばんの重さ調べ」の授業案で使用している「金属製天秤」は、小学校 第 1 学年

～第３学年の重さ概念の素地を培うことをねらいとして、国立大学法人お茶の水女子大学

理系女性育成啓発研究所が紹介する「金属製天秤を用いた重さ比べ」の授業で使用するた

めに開発されたものです。 

 

金属製天秤の詳細については、国立大学法人お茶の水女子大学 理系女性育成啓発研究所

のホームページの開発教材紹介コーナー（http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbi

n/）をご確認ください。「金属製天秤を用いた重さ比べ」の学習指導案についても同ページ

から PDF 資料がダウンロードできます。 

 

 

金属製天秤のお申込み方法 

次ページの「天秤実習キット借用申込書」にご記入の上、メールに添付して下記アドレ

ス（理系女性育成啓発研究所事務局）までお送りください。メールの件名は「借用申し込

み：天秤実習キット」としてください。 

 

申込書送付先メールアドレス：ocha-cos-office@cc.ocha.ac.jp 

 

申込書ダウンロード URL 

「天秤実習キット」借用申込書 pdf 

http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/wp-content/uploads/2021/08/5b9afb8997ba16a0

e3a7f2135abb8532.pdf 

「天秤実習キット」借用申込書 word 

http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/wp-content/uploads/2021/08/5b9afb8997ba16a0

e3a7f2135abb8532.docx 

  

http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbin/
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/materials/tenbin/
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/wp-content/uploads/2021/08/5b9afb8997ba16a0e3a7f2135abb8532.pdf
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/wp-content/uploads/2021/08/5b9afb8997ba16a0e3a7f2135abb8532.pdf
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/wp-content/uploads/2021/08/5b9afb8997ba16a0e3a7f2135abb8532.docx
http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/wp-content/uploads/2021/08/5b9afb8997ba16a0e3a7f2135abb8532.docx
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「天秤実習キット」借用申込書 
 

西暦     年   月   日 

お茶の水女子大学 

理系女性育成啓発研究所 

所長 殿 

学校名・団体名 

 

申込者           

 

 

 

下記の通り「天秤実習キット」を借用いたしたく申し込みいたします。 

 

記 

 

借用キット数 

(10 キットまで) 
 

借     用 

年  月  日 

自  西暦     年   月  日（  ） 
 

至  西暦     年   月  日（  ） 

使用学年  

使用する教員数 名 

授業を受ける 

児童・生徒数 
名 

使用場所  

発送先住所 

電話番号 

住所： 〒 

 

TEL：    -    - 

備   考  

確   認 
機
構
長 

 

関
係
教
員 

 
事 

務 

 

 

（申込者）→（関係教員）→（所長）→（事務保管）  
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Ⅵ 参考資料 
 

ここでは、授業に関連して、上皿自動はかりと単位について補足説明します。 

ご参考となれば幸いです。 
 

１ 上皿自動はかり 
 

１-１ 上皿自動はかりの仕組み 

上皿自動はかりは、載せた物の重さで下がったお皿が中のバネを伸

ばします。その動きが歯車で伝わり、表の目盛の針を動かします。重

いほどバネが伸び、針が大きく動く仕組みとなっています。 

 

１-２ 上皿自動はかりの使い方 

 
「はかり」は、精密機器です。正しい使い方をしないと正確にはかることができませ

ん。下に示す事項に注意して正しく使いましょう。 

 

      

      
 

 

２ 単位 

 
  単位は、国際的には（一部の国を除く）、一量一単位を原則とする「SI（国際単位系）

単位」が使用されています。ここでは、「メートル」と「キログラム」について、その単

位の基準のはじまりと現在までの変遷を説明します。 

２-１ 「メートル」のはじまりとその変遷 

「はかり」は、平ら

で固い台やテーブル

の上に水平に置いて

使用しましょう。 

「はかり」のお皿の

中央に物を載せまし

ょう。 

 

温度の激変、風、高湿

度、振動などは「はか

り」の大敵です。 

「はかり」に何も載せ

ていない状態で正し

く「０」が表示されて

いることを確認して

からはかりましょう。 

物はお皿の中央に 

はかりは水平に はかりの指針は正しく０点に 

はかりの大敵 熱・風・湿気・振動 



20 

 

長さの単位のメートルは約 200 年前の革命期のフランスで生まれました。その頃使

われていた単位は、権力者の体の一部の大きさが基準になっていることが多く、時には

権力者側が自分の利益を増やすため、都合のよいようにはかることが日常的に行われ

ていたともいわれています。 

この頃の西洋諸国は、国や地域をまたぐグローバルな取引が活

発になり始めた時期にも重なります。そのため、国内外で様々な

異なる単位が使用されていることにより、取引に支障が生じるよ

うになりました。 

そこで、フランスにおいて、すべての時代に世界中の人々が受

け入れることのできる新しい長さの定義の検討が始まりました。

その結果、「地球４分の１周に当たるパリを通る北極から赤道まで

の子午線の長さを測量して、その 1 千万分の 1 の長さを 1 メート

ルとする」と定められました。 

１メートルの長さの基準が決まると、実際にこの長さをあらわす

「ものさし」として「メートル原器」が製作されました。その後技

術の進歩による変遷を経て、現在の SI 単位の１メートルの長さ

は、人工物を基準にした定義ではなく、光の速さという普遍的な物

理定数で定義されています。 

 

２-２ 「キログラム」のはじまりとその変遷 

重さの単位は、この新しく決めた長さの基準のメートルを使用して定

めることになりました。この新しい基準の定義は当初、｢一定の条件下に

おける 1 リットル(一辺の長さが 10cm の立方体の体積)の水の重さを 1

キログラムとする｣との方向性が考えられていました。 

しかし、水は気圧や温度の影響を受けやすいことから基準とするこ

とが難しいことがわかりました。そのため、1 リットルの水の重さと同

じくらいの金属製の分銅「キログラム原器」を製作し、これを定義としま

した。 

その後、定義が見直され、現在の SI 単位の 1 キログラムの重さは、「キ

ログラム原器」からプランク定数という普遍的な物理定数で定義されてい

ます。 
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Ⅶ お問合せ先 

授業等についてのお問合せ、ご意見・ご要望・ご感想等

は、こちらまでメールでお願いします 
 

一般社団法人東京都計量協会 
tokeikyo01@tokeikyo.or.jp 

 

お問合せには、内容ごとに事務局が次の担当に確認のう

え後日回答いたします 

 

○ 授業の内容について： 

お茶の水女子大学附属小学校 

 

○ 計量器の貸出しについて： 

金 属 製 天 び ん：理系女性育成啓発研究所 

2kg・10kgはかり：一般社団法人東京都計量協会 

 

○ 計量に関すること全般： 

東京都計量検定所 

 

 

 

「ジュニア計量学校」 

第３学年 重さについて調べよう 

通学かばんの重さ調べ 
初版 

 

令和６年９月 発行 

 

編集・監修 お茶の水女子大学附属小学校 

一般社団法人東京都計量協会 

東京都計量検定所 

 

発行 一般社団法人 東京都計量協会 

〒136-0075 東京都江東区新砂三丁目３番４１ 

 

 

mailto:tokeikyo01@tokeikyo.or.jp

